
南九州の葬制に関する研究
一宮崎県国富町前の原地下式横穴墓群第 1次発掘調査報告(遺構編)

Studies of the Burial Customs in Southern Kyushu 

A First Excavation Report with the Special Reference to the Archaeological 

Features of the Tombs of Maenohara Underground Corridor-style Burial 

Chambers in Kunitomi， Miyazaki Prefecture 

鹿児島女子短期大学児童教育学科大西智和

鹿児島大学歯学部口腔解剖学講座E 竹中正 巳

調査の経過

1. 1 調査に至る経過

地下式横穴墓は古墳時代の南九州の東半分

で盛んに造営された。地下式横穴墓分布域の

中で、古人骨の形質や副葬品のあり方から、

宮崎平野部と現在のえびの市・小林市などを

中心とする内陸部(南九州山間部)との聞に

地域差の存在が指摘されてきた。山間部の地

下式横穴からは、現在までに、多数の古墳時

代人骨が出土している。しかし、宮崎平野部

からは、 10体を越える程度の人骨しか出土し

ていない。地下式横穴墓分布域内での地域差

を含め、古墳時代の南九州に居住した人々の

形質・文化・生活をより詳しく明らかにする

ためには、宮崎平野部からより多くの人骨が

出土する必要がある。

宮崎県東諸県郡国富町前の原地下式横穴墓

群は、 1998年11月、 NTTドコモの電波中継

施設建設に伴い、国富町教育委員会による緊

急発掘調査が行われた。その際、 3基の地下

式横穴墓が検出され、前の原地下式横穴墓群

と命名された。 3基の地下式横穴墓の内の 1

基(3号墓)の玄室内には、玄門からの埋土

の流入や天井の崩落もなく、最終埋葬時の玄

室内状況が、かなりよく保存されていた。保存

のいい人骨2体をはじめ、朱玉、鉄鉱、刀子、

勾玉、管玉、玉や植物の種子が得られた。前の

原地下式横穴墓群は、宮崎平野部の地下式横

穴墓の中でも、保存良好な人骨が遺存してい

る可能性が高く、人骨をはじめ考古学的・人類

学的情報を得るための発掘調査を行うのであ

れば、最適な調査地のひとつと考えられた。

我々は、平成13年度の鹿児島女子短期大学

附属南九州地域科学研究所研究補助金の援助

を受け、宮崎平野部の地下式横穴墓から保存

良好な人骨の発掘と、様々な考古学的・人類

学的情報を得ることを自指して、 2002年 3月

21日から2002年 3月31日まで、宮崎県国富町

前の原地下式横穴墓群の発掘調査を行った。

1. 2 調査の体制(所属は当時)

発掘調査は以下の体制で行った。

調査主体者:大西智和 鹿児島女子短期大

学児童教育学科講師

竹中正巳鹿児島大学歯学部

口腔解剖学講座E助手

調査参加者:棺美伊久雄

金峰町教育委員会

中村祐一鹿児島大学法文学

部人文学科4年

市来真澄鹿児島大学法文学

部人文学科3年

藤井大祐鹿児島大学法文学

部人文学科3年

q
u
 

q
u
 



鹿児島女子短期大学南九州地域科学研究所研究所報第四号 (2003)

。

1. 前の原地下式横穴墓群

4.六日町地下式横穴墓群

7.十日町地下式横穴墓群

10.地蔵寺地下式横穴墓群

2.宗仙寺地下式地下式横穴墓群

5.北神ノ原地下式横穴墓群

8.上馬場地下式横穴墓群

• 
J 

3.祝子園地下式横穴墓群

6.南神ノ原地下式横穴墓群

9.東ノ原地下式横穴墓群

図1 前の原地下式横穴墓群とその周辺遺跡 (1/50，000) 

北開美幸鹿児島大学法文学

部人文学科3年

庚瀬育子鹿児島大学法文学

部人文学科3年

1. 3 周辺の遺跡(図 1) 

前の原地下式横穴墓群は、国富町市街地の

ある本庄台地上に所在する国指定史跡本庄古

墳群内に位置する。本庄古墳群内には、祝子

園、宗仙寺、六日町、北神ノ原、南神ノ原、

十日町、上馬場、東ノ原、地蔵寺、上ノ原の

各地下式横穴墓群が点在する。祝子園から

は、鉄鉱、万子や須恵器が、宗仙寺からは、

鏡、甲胃、剣、万、馬具、鋤先、玉類や須恵

器などが出土している。六日町からは、鏡、

甲胃、万や玉類などが、北神ノ原からは、

刀、馬具、耳環、玉類や須恵器などが出土し

ている。南神ノ原からは、剣、万、土師器や

須恵器などが、十日町からは剣、万、馬具や

須恵器などが出土している。上馬場からは、

万や鎌が、東ノ原からは、万子、銀、玉類や

須恵器などが、地蔵寺からは、万、万子や鍬

先が出土している。現在では、本庄古墳群内

の地下式横穴墓群を一括して本庄地下式横穴

慕群とも呼んでいる(第4回九州前方後円墳

研究会実行委員会編、 2001)。

1. 4 調査の経過

調査地点は国富町本庄4435に所在する。

2002年(平成14年) 3月21日から調査に着手

した。調査区は、国富町教育委員会が以前に

発掘調査を行った地点から約20m東側、南北

約70m、東西約 7mの範囲である(図 2・写

真 1)0 3月21日午後から宮崎県教育庁文化課

の東憲章氏の協力を得て、調査区内の地下レ

ーダー探査を実施した(写真 2)。現場で反応

が確認された地点を中心に、竪坑確認のため

のトレンチを設定した。トレンチは、計7ヶ

-34 -
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(中央部分が調査区)調査区全景写真 1
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3月初日には竪坑の掘り下げを完

、玄室の内部はかなり埋没してお

の除去を行った。玄室内iこは擦が敷

り、人骨は遺存していなかったが、

っていた。実測を行い、 3月30日

の取り上げを行った。 3月31日には埋

¥現地における作業を終了した。

してL、

開始し

j
 

ロ日川
、
1
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h
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トレンチの調査

の配置(圏 2)

1mのトレンチを南北方向に 7ヶ所設

C.Dトレンチでは検出できた地下

トレン

2 

内
L 

定し

式横穴墓の調査を行うためにトレンチの拡張

行った。 トレンチ断面の観察により、地下

式横穴墓群築造当初の地上部の構造の解明を

、耕作による撹乱が、竪坑検出面に

ため、墳丘や竪坑上の構造物寸ごし 1

明らかにすることはできなかった。

(A'~ G)に及んだ。 Cトレンチで確認さ

地下式横穴墓を 4号墓、 Dトレンチで確

地下式横穴墓を 5号墓とした。 3月

日iこ4号墓の竪坑の掘り下げを開始した。

らは土師器や須恵器が遺存良好な状

した。実測を進めながら掘り下げ、

口には竪坑の掘り下げが完了した。内

の部分的な崩落などで、かなり埋没

め、土砂の除去を進めた。玄室内

2体の人骨と副葬品が遺存していた。実

い、 3月29日には遺物の取り上げを行

5号墓は 3月25日に竪坑の掘り下げを

まで及

の有無

基本層位2 z‘ 

o 4m  

t~-r=c:r二:吊尋問問地由由副

A.巴@巨.Gトレンチ平面図 (1/100)図3
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は以下のとおりである。

表土層で、 7.5YR2/2 (黒褐色)を呈するシ

ルト層。 2層と基本的に同じであるが、

的lこ耕転機による撹乱を受けている層である。

基本層

1層
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2層

7.5YR2/2 (黒褐色)を呈するシルト層。以

前に耕転機による撹乱を受けている。巻き上

げられたアカホヤのブロックが含まれてい

る。これは、撹乱の一部が、 2層の下に位置

するアカホヤにまで及んでいたためである。

古墳時代の地表面は 1----2層の聞のいずれか

の位置にあったものと考えられる。

3層

いわゆるアカホヤ火山灰層で、色調は

7.5YR6/8 (樺色)他を呈する。南側のトレンチ

では、この層は見られない。

4層

lOYR2/3 (黒褐色)を呈するシルト質層で、

角張った礁を含む。

5層

lOYR4/3 (にぷい黄褐色)、 lOYR3/4(暗褐

色)、 lOYR4/4(褐色)を呈するシルト層。上

方が暗く、下方に向かつて明るい色調を呈す

る。地下式横穴墓の床~壁面に相当する。

2. 3 A 卜レンチ

概要(図 3)

A トレンチは調査区の北東隅近くに位置

し、長さ約 6mである。本トレンチと Bトレ

ンチは、以前このあたりが陥没したという情

報をもとに設定した。南よりの西端部分で長

さ1.7m以上、幅O.25m以上の落ち込みを確認

した。落ち込みには、埋土に下位にあるはず

の褐色のシルト質ブロックが見られないこと

から、それほど深くはないものと思われ、竪

坑の可能性は高くないと考えている。掘り下

げは行わなかったため、性格を確定すること

はできなかった。

トレンチ断面図(図 5)

地表から平均でO.5mほど掘り下げた。落ち

込みは、 2層から掘り込まれているため、か

大西智和・竹中正巳

なり新しい時期のものと考えられる。

2. 4 Bトレンチ

概要(図 3)

B トレンチは調査区の北東隅、 A トレンチ

の 1m東側iこ設定し、長さは約 6mである。

南側では長さ 3m以上、幅 1m以上の落ち込

みを確認した。掘り下げは行わなかったた

め、性格は不明である。

卜レンチ断面図(図 5)

地表から平均でO.55mほど掘り下げた。 ト

レンチの西側で確認された落ち込みは 3層上

面で確認された。南側はアカホヤが落ち込み

の埋土上に載っているが、これは耕転機の撹

乱が引き起こしたのであろう。落ち込みの埋

土上部も耕転機による撹乱を受けているた

め、時期は古いものであってもよいことになるO

2. 5 Cトレンチ

概要(図 4・写真 3)

Cトレンチは調査区南端部付近の西側に設

定し、長さ約 9mである。トレンチの南側で

竪坑を検出した。断面図作成後、竪坑の輪郭

を検出するために、南北に約2.5m、西側に約

1. 3m拡張した。本トレンチで検出した墓は、

以前に国富町教育委員会が 3号墓までの発掘

調査を行っているため、それに続き 4号墓と

呼ぶことにした。

写真 3 C卜レンチ 4号墓竪坑検出状況

月
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6号墓

竪坑

5号墓竪坑検出状況Dトレンチ

全形を確認した。

トレンチ断面闘(図 5)

地表から平均でQ.35mほど掘り下げた。本

5号

墓は 4層上面で確認された。 2層中には耕転

機による撹乱のため 4層から巻き上げられた

擦が見られる。

出土遺物

黒曜石製の剥片が出土している。

トレンチにもアカホヤは石室誌!されな L、。

Fトレンチ

鹿児島女子短期大学

主写真4

l l  

o 4m 
匝臨時雨ヰゴ..... 三十十耳

C 場 o. Fトレンチ平面図(1/100)国4

トレンチ断面図(図 5)

Eトレンチ

概要(図 3・写真 5)

調査区北寄り西端部、 A トレンチの南西約

6mのところに設定し、長さ約 9mである。

北側で方形を呈すると思われる落ち込み(長

7 2. 地表からo.5~O. 6mほど掘り下げた。本ト

では 3層のアカホヤは見られな L、。 4

号墓の竪坑は②層上面で確認された。②層は

4層と同じものと考えられるが、色調が異な

め分層した。

レン

と、不整形の落ち込み

(長さ1.6m、幅 1m以上)を確認した。掘り

下げていないため、性格は確定できなかった

さ 1m、幅Q.9m以上)

っていた

出土遺物

弥生時代から古墳時代にかけての土器片が

く出土している。また、黒曜石製の

がプランの形態、から、弥生時代の住居などの

遺構の可能性がある。

トレンチ断面閤(図 6)

議Ij片も見られる。

Dトレンチ6 2回

げ

に載

地表から平均でo.55~O. 6mほど掘り

た。本トレンチの中程で、 3層が 4層

っており、 3層と 4層の層序関係を確定でき

た。遺構と忠われる落ち込みは 3層あるいは

(図 4.写真4)

チは、 Cトレンチから約 2m東側

に設定し、長さ約2.6mである。中程の東壁付

で竪坑を検出したため、これを 5号墓と呼

Dトレ

4層上面から検出された。埋土にアカホヤの

プロックを含むため、本来はもっと上部から

Q
U
 

円ペ

U

ことにした。 トレンチ断面実測図作成後、

3m、東側に約L5m拡張し、竪坑の南北iこ
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46.5m 

円にJ二一一-li-JLふ 云iyLJ
一一 一一一一一一一一----=.17" - 3 ~ ~ 

A トレンチ ①7.5YR312 (黒褐色)を呈するシルト質土に、 3層土(アカホヤ)
の細かいブロックを多量に含む。

②140YR2/2 (黒褐色)と 10YR1.7/1 (黒色)の中間的な色調を呈す
るシルト層で、粘性をやや帯びる。 2層と同様のものと考えられ
るが、かなり黒味が強い。

46.5m 

46m 

46m 日一寸gs--

Cトレン ①7.5YR2/2 (黒褐色)を呈するシルト層で、
5 cm大程度までの4層土をフロックで含む。 4

②2目 5YR17/1(赤黒色)を呈するシルト属。

46m 
{三:二てご7一三==弓三二三三三て三二ご了_._

4 ~一一一一一一一一一一 「ド~二二二場与二二二=←一-~'一一一品中----ー~
5号纂竪坑 4 

46m 

Dトレン ①10YR1 7/1 (黒色)を呈するシルト層で、粘性をやや帯びる。
1 cm大程度までの 4層土のブロックをわずかに含む。

臨E'7TiiiiI一一一一一一時時司
図 5 トレンチ断面図 1 (1/40) 

掘り込まれていたことがわかる。また、本ト

レンチにはアカ ホ ヤ が ほ と ん ど 見 ら れ ない

が、もともとはアカホヤも一定の厚さ

していたものと，思われる。
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写真 5 E卜レンチ 遺構検出状況

2. 8 Fトレンチ

概要(図 4・写真 6)

Fトレンチは、 Dトレンチの約1.5m北側に

設定した。長さ約3.2mである。竪坑を検出

し、その規模は、長さ約1.6m、幅は0.75m以

上を測る。 6号墓と呼ぶことにしたが、内部

の調査は今回見送ったため、トレンチの拡張

は行っていない。

卜レンチ断面図(図 6)

地表からO.5'"'-'0. 6mほど掘り下げた。 6号

墓は 4層上面で確認された。埋土は 2層に分

けられる。

出土遺物

弥生時代から古墳時代にかけての土器片が

出土している。

2. 9 G トレンチ

概要(図 3・写真7)

Gトレンチは調査区北部の西端付近に設定

写真 6 F卜レンチ 6号墓竪坑検出状況

写真 7 G卜レンチ 7号墓竪坑検出状況

40 -
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一~ーー- 4 46m 

2 
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4 Eトレンチ

46m 

ベ1
4 46m 

①10YR1. 7/1 (黒色)を呈するシルト層で、粘性をわずかに帯び
る。 5cm大程度までのアカホヤをブロックで含む。

②10YR1.7/1 (黒色)を呈するシルト層で、粘性をやや帯びる。
3 cm大程度までのアカホヤをブロックで含む。

46m 

①7.5YR1.7/1 (黒色)を呈するシル卜層で、粘性をやや帯び
る。 4層土をブロックで含む。 6号墓竪坑の埋土。

②7. 5YR1 /3 (黒褐色)を呈するシルト層で、粘性は帯びない。
5 cm大程度の 4層土をブロックで多く含む。 6号墓竪坑の埋
土。

ト一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一¥一一一十--------ー----ーへ一一~一一一--1 46.5m 
l 

L--一千ー___ ，11 ---一一一一~三一一→一一--- 3 
3 7号墓竪坑 ~イ ー

G トレンチ ①7.5YR212 (黒褐色)を呈するシルト層で、粘性をやや帯び
る。 5cm大程度までの 3層土(アカホヤ)、 4層土をブロック
で多く含む。 7号墓竪坑の埋土。

46.5m 

o 2m 

図 6 卜レンチ断面図 2 (1/40) 

し、長さ約4.5mである。中央部付近で竪坑を

検出し、 7号墓と呼ぶことにした。竪坑の長

さは2.2m以上、幅は 1m以上を測る。今回は

内部の調査を見送ったため、トレンチの拡張

は行っていない。

卜レンチ断面図(図 6)

地表から0.45'""'""'0.6mほど掘り下げた。 7号

墓は 3層上面で確認された。

3 4号墓の調査

検出された 4基の地下式横穴墓のうち、

4・5号墓の 2基を調査した。 4・5号墓は

調査区の南側で検出された。竪坑の中心から

の距離は約5.5mを測る。また、 4号墓竪坑の

東北東約 7mと5号墓竪坑の北北東約 7mに

は 6号墓の竪坑が位置する。

3. 1 竪坑埋土(図 7・写真 8) 

埋土は黒褐色を呈するシルト層が主であ

る。①~④層には 4層土がプロックで含まれ

ている。⑤層土は墓の築造後から埋葬の際に

地表から落ち込んだものと思われる。⑤層の

噌

E
i

A
せ
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上回は羨門の下方へと続くため、このライン

は追葬あるいは、何らかの目的による再度の

掘り返しの際の掘り方と考えられる。したが

って、玄室は初葬後少なくとも 1回は開けら

れたと推定できる。

③層土は羨門付近で急、に高く盛り上げられ

ている。埋め戻しの際にこのような堆積状態

になったとすると、羨門部分を意識的に先に

め戻したことになる。③層上面からは、土

師器や須恵器が出土しており、祭前Eに伴うも

のと考えられる。

① ぐ二三主語

45.5m 45.5m ②

品t一

器土

liELi 
1m 
J も →「十~← 1

①7.5YR2/2 (長黒褐色〉を呈するシルトj警で、粘性をやや帯びる。 5Cm大
程度までの4層土をブロックで含む。

②7置 5YR3/1 (黒褐色)を呈するシルト層で、粘性はほとんど無L、。 3cm 
大渡度までの4層土をブロックで多く含む。

③7.5YR2/1 (黒色)シ}f，.ト層で、粘性をやや帯びる。 3cm大程度までの
4層土をフロックで含む。

④7町 5Y1i4/:J(黒褐色〉と7目 5YR3/4(黒褐色)の中間を呈するシルト謄
で、粘性はほとんど無L、。 41曹土とよく似る。

⑤10YR1. 7/1 (黒色)を呈するシルト層で、粘性をやや帯びる。当時の
表ゴーが;客ち込んだものと考えられる。

7 4号墓竪坑壇土の断面図 (1/30)

主主翼 8 4号墓室主坑埋土の断面

3. 2 竪坑@蓑門@羨i蓋(図 8)

竪坑

竪坑の平面は隅丸のやや不整形な方形で、

長さ約1.5m、幅約1.6m、検出面からの深さ

約1.2mを測る(写真 9)。竪坑の南側には階

段状のステップが l段確認できた(写真10)。

このステップは墓作りの際や埋葬のj擦の上り

下りのために用いられたと考えられる。

主主翼 9 4号墓竪坑および羨門部

写真10 4号墓竪坑〈右棚の段はステッ

主主翼11 4号墓竪坑内中央部付近の土器出土状況

つ副A斗A
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の造中、③層上面で遺存状態の良

器 1f国体と土師器 5個体を検出した

9)。土器は出土状況から 2つのまとまり

る。羨門部の前方から土師器の高

師器の壷 1点が出土し

11)。東隅からは、須恵器の高杯 1

の高杯 3

竪坑の:東隅から出

4号事理葬雄設実測間(1/40)

iま、十不音Eのみであるが、

形に復元できる。

床の平面は、!璃丸の台形を呈する。

蓑門

羨門は台形に近い形状を呈する。
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と土師器
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sW  こよるものと d思われるが、板などの

。羨門部での床面幅約仏i'm、いだせなかっ(写真1 。

土師器の高杯の 1

が出土し

v乙

の幅は

、タ

〈二コ。

測る。

永小

天井部の幅約O.6m、高さ

義道

羨遣は竪坑北竪のほぼ中央に掘り

いる。平面は玄室側に向かつて

呈し、羨門部での幅O.7m、

主力Q.95mである。羨道の長さは約o.

O.6m 

c"c吋

主3 

室の構造

3. 

し

が崩

。埋没してい

玄室は南西に開口する。天井の

肉は奥壁側以外し、

~ 43 

4号嘉竪坑内北東部の土器出土状況写真12
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人骨

2体が対置埋葬されていた(図10)0 1号人

骨は頭を西に、 2号人骨は頭を東に向けてい

る。両人骨とも、仰向けの伸展位で埋葬され

ており、赤色顔料が付着していた。

1号人骨(女性・熟年) (写真22)

保存状態はよくない。遺存しているのは、

頭蓋と四肢の一部の骨だけである。乳様突起

がそれほど大きくないことから、本人骨は女

性と考えられる。また、歯の校耗がMartinの

2度であり、熟年と判定した。人類学的計測

および観察を行った結果を表 1・2に示す。

2号人骨(不明・成人)

保存状態はよくない。遺存しているのは、

脳頭蓋の一部だけである。性別は判定できな

い。遺存している左右の頭頂骨の厚さから、

年齢は成人と判断した。

大西智和・竹中正巳南九州の葬制に関する研究

門から奥壁にかけて床面のレベルは、中央付

近がやや低く、奥壁側に向かつて少し高くな

る。玄室の平面プランは平入りの長方形であ

るが、西壁の手前側が外方に0.2m程度突き出

すような形状を呈する。長さは最大部で約1.6

m、幅は最大部で約2.0mを測る。天井の形状

を明確に知ることはできないが、ドーム形で

あったと考えられる。高さは不明であるが、

現状で0.85m程度を測る。一部に工具痕が見

られ、刃の幅 4'"'-'5 crnの手斧状の工具が用い

られたと考えられる(写真13)。しかし、刃の

幅が明確にわかる部分は見られないため、断

定はできない。

4号墓 1号人骨の頭蓋計測値 (mm)

性別 女性

年齢 熟年

計測項目

鼻幅

表 1

M No. 
54 24 

F
h
u
 

AA 

4号墓 1号人骨の頭蓋形態小変異出現

の有無

+ 

女
熟
一

右

十

別

齢

口葦隆起

内側口蓋管骨橋

外側口蓋管骨橋

歯槽口蓋管

頼管 欠 如

後頭頼芳突起

舌下神経管二分

頚静脈孔二分

偏側頚静脈孔優位

外耳道骨癌

フシュケ孔

ベサリウス孔

卵円孔形成不全

糠孔 開 裂

翼練孔

'性

年

表 2

写

4号墓玄室天井に残る工具痕

遺物の出土状況(図10)

玄室には、成人が 2体、埋葬されていた

(写真14・15・16)。奥壁側を 1号人骨、羨道

側を 2号人骨と呼ぶ。流入、崩落した土砂の

下に埋没していたため、人骨の遣存状況は良

くない。

1号人骨に伴う副葬品として、鉄万 1

真17)、鉄鉱4 (写真18)、刀子 3 (写真17・

19)、鉄斧 1(写真20)、ガラス玉100以上が出

土している。

2号人骨に伴う副葬品として、砥石 1、藷

翠製の勾玉 1、水晶玉2、碧玉製の管玉9が

出土している(写真21)。

写真13
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耳真16 4号墓の人骨と副葬品の出土状況 (2号人骨とそのj司辺)
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耳裏19 4号墓副葬品出土状況(刀子) 写裏20 4号墓副葬品出土状況
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2事翼21 4号墓玉類出土状;兄

4 5号基の調査

4. 1 竪坑埋土(図11.写真23)

埋土は 2層に分けられる。黒色を呈するシ

ルト層が羨門部を覆うように埋め戻され(②

層九その後、褐色を呈するシルト賞土が埋め

戻されている(①層)。①層はその色調から 5

層に由来するものと思われる。先に羨門部分

埋め戻すという手法は、 4号墓と共通す

る。竪坑の埋土観察からは再度の掘り返しを

す証拠は認められな l'o

4剖 2 竪坑・羨門@羨道(図12)

竪坑(写真24)

竪坑の平面は偶丸のやや不整形な方形もし

くは、略円形に近い形状を呈する。長さ約

1. 45m、幅約1.5m、検出面からの深さ約Q.7m

48 

① 

45.5m 45.5m 
② 

o 1 rγ1 
』面画画面回画面画面画面判

①10YR1. 7/1 (黒色)を呈するシル卜層で、粘性をやや帯びる。 1cm大
程度までの4層土のブロックをわずかに含む。表土層を埋め戻しに用
いたものと考えられる。羨門部付近はやや明るい色調を主呈する。

②10YR4/3 (にぷい賞褐色) ~10YR3/4 (楕褐色)を主主するシルト層。 4
唐土を埋め戻しに用いたものと考えられる。

国11 5号事竪坑埋土の断面図 (1/30)

写真23 5号墓竪坑埋土の断面

耳真24 5号墓竪坑および羨門部

を測る。ステップは確認されなかった。竪坑

は本来もう少し深かったものと思われるが、

4号墓の竪坑床面と比較すると約0.4m高いこ

とから、もともとステップが必要なほど深く

なかった可能性が高い。

表門

羨門の形状はトンネル形を呈する。閉塞は
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図12 5号墓埋葬施設実測図 (1/40)

板によるものと思われるが、板などの痕跡は

見いだせなかった。②層と同様の土が玄室内

にも多量に流入していたことから、板などの

閉塞が無かった可能性も指摘できる。

羨道

羨道は竪坑北壁のほぼ中央に掘り込まれて

いる。幅約0.5m、長さ0.2--0.3m程である。

4. 3 玄室

玄室の構造(写真25)

玄室は南南東に閉口する。天井の一部が崩

落し、竪坑内の土砂も流入して奥壁側の一部

を除く大部分は埋没していた。羨門から奥壁

にかけて床面のレベルはほぼ一定である。床

面には礁が敷かれており、一部羨門部にも続

く。玄室の平面プランは略三角形を呈する。

長さ約1.Om、最大部の幅約1.Omとかなり小

型である。天井の形状はドーム形に近い。高

さは崩落のため不明であるが、高いところで

は現状で約0.5m程度を測る。奥に向かつて低

くなり、奥壁付近ではO.lm程度になる。

写真25 5号墓玄室内部

写真26 5号墓副葬品出土状況

-49 
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る上で、(図l

骨は遺存していなかった。玄室

の大きさから考えると成人が埋葬されてい

とは者えにく L、。副葬品は酉壁側に鉄剣 1と

2が出土した(写真2 。

¥ 
13 5号墓遺物出土状況実現1]1盟(1/15)

5 おわり に

回の発掘調査では、容易に 4基の地下式

の竪坑を発見できた。これは、地下

レーダー探査のおかげである。

4-'i斗墓の竪坑からは、土師器の高杯や壷と

の高杯が合わせて 6点出土しており、

前の原地下式横穴墓群を営んだ人々の埋葬儀

礼を考える上で興味深い。また、 4号墓の玄

内からは、鉄刀、鉄鉱、刀子、鉄斧、砥

、 ラス 勾玉、水晶玉、管玉などが出

土している。遺存していた 2体のどちらに副

葬されたものか推定できており、被葬者の階

庁長などを ル〕れノ

る。副葬品の特徴から 4号墓は 6

築造され、 6世紀後半まで借用さ

される。

5号墓l立、

さい

今までにも

わ

i立、

べて

の持IIで、 "7で、
t 
也

穴墓の

出

る目的で造ら

であろう川、

し、。 の

される。

今回の調査区には、調査できなかったち@

ア号慕をはじめ、他にもレーダー探査の

ら未発掘の地下式横穴藁の存在が推定され

ている。 、、

な

多数の

できるのでは

継続して、言Iiの

も、

0) 

を才子いた l¥o

紙数の関部上、今回の報告

としたものになった。できるだけ早い機会に

出土遺物の報告を行う予定である。 4. 5号

墓の築造年代や用いられた年代I隔についての

検討は、その際に詳細に行いた L、。

認す

調査にあたって、地主の)11越節雄氏とご

族の皆様には発掘の許可を頂くとともに、

様々な便宜をはかつてい きました。国富

町教育委員会社会教育課の新名祐史氏には

査の計画段階から調査期間中にわたり、たい

へ/'1お世話になりました。また、宮崎県教育

ハUF
D
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委員会文化課の東憲章氏には、現地における

地下レーダー探査の実施から解析に至るまで

多くのご協力を頂きました。

日高正晴(宮崎県考古学会会長入上村俊雄

(鹿児島国際大学教授入柳沢一 A 男(宮崎大学

教育文化学部教授入本田道輝(鹿児島大学法

文学部助教授)、渡辺芳郎(鹿児島大学法文学

部助教授入中国聡(鹿児島国際大学国際文化

学部助教授)、中村直子(鹿児島大学埋蔵文化

財調査室助教授入橋本達也(鹿児島大学総合

研究博物館助教授)、新里貴之(鹿児島大学埋

蔵文化財調査室助手)、松林豊樹(宮崎県教育

庁文化課入和田理啓(宮崎県教育庁文化

課入有馬義人(新富町教育委員会入樋渡将

太郎(新富町教育委員会)、宮代栄一命(朝日新

聞社)、谷畑美帆(英国自然史博物館特別研究

員)の諸兄姉から、ご指導、ご教示、ご協力

をいただきました。記して感謝申し上げま

す。
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